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5
月
30
日
㈰　

〇
研
修
会　

午
後
1

時
30
分
～
3
時（
1
時
15
分
～
受
け
付
け
）

〇
交
流
会　

研
修
会
終
了
後
1
時
間
程
度

▽
研
修
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

 

く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

 

チ
ー
ム「
や
さ
し
い
日
本
語
」　

代
表　

船
見 

和
秀
さ
ん

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
、
ま
た
は

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
中
の
人

 

50
人（
先
着
順
）

 

無
料

 

「
研
修
会
・
交
流
会
参
加
」・「
研
修
会

の
み
参
加
」の
希
望
と
、「
住
所
・
名
前
・
電

話
番
号
」「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の

有
無
」を
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
電
話
で
女
性
活
躍
・
多
文
化
共
生
推
進

室
へ
。 

5
月
6
日
㈭
～
21
日
㈮

託
児 

6
カ
月
～
未
就
学
児
を
対
象
に
無
料

で
託
児
を
行
い
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
時
に

お
子
さ
ん
の「
名
前
・
年
齢
・
性
別
」
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
先
着
順
で
5
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

 

女
性
活
躍
・
多
文
化
共
生
推
進
室

☎
２
４
‐
１
４
１
３ 

 

２
４
‐
１
４
１
２

 hatarakim
@

city.kuw
ana.lg.jp

障
害
者
の
パ
ソ
コ
ン
訪
問
講
習

 

6
月
以
降
、
全
6
回
。
1
回
1
時
間

30
分
。
日
程
は
事
前
面
談
で
調
整
し
ま
す
。

 
市
内
在
住
の
外
出
困
難
な
人
で
、
自

宅
に
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い
る
人

 

10
人

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
情
報
B
O
X

【人権尊重宣言都市 桑名市】【非核平和宣言都市 桑名市】

※
有
料
広
告
掲
載
欄

※
有
料
広
告
掲
載
欄

▽
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
新
規
の
人
を
優

先
し
ま
す
。

 

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

 

電
話
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
福

祉
課
へ
。

 

5
月
14
日
㈮

 

障
害
福
祉
課

☎
２
４
‐
１
１
７
１ 

 

２
４
‐
５
８
１
２

環
境
審
議
会
委
員

　

市
の
環
境
基
本
計
画
や
良
好
な
環
境
の

保
全
と
改
善
に
関
し
て
審
議
・
助
言
を
い

た
だ
く
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

3
人
程
度 

 

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
平
日
に

年
数
回
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

▽
公
務
員
な
ど
を
除
く
。

任
期 

2
年
間（
7
月
6
日
～
令
和
5
年
7

月
5
日
）

 

環
境
対
策
課（
〒
５
１
１
‐

８
６
０
１ 

中
央
町
2
‐
37
）で
応
募
用
紙
を

受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
で
同
所
へ
。

▽
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

５
月
10
日
㈪
～
31
日
㈪

▽
郵
送
の
場
合
は
、
5
月
31
日
㈪
必
着
。

 

環
境
対
策
課

☎
２
４
‐
１
１
８
３ 

 

２
4
‐
４
１
０
２

 kankyom
@

city.kuw
ana.lg.jp

桑
名
ほ
ん
ぱ
く
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

桑
名
ほ
ん
ぱ
く
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
小
規
模
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
ま
り
で

す
。
今
年
度
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
Ａ
４
版
冊
子
）

を
２
万
部
発
行
し
、
市
内
外
へ
配
布
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
広
告
を
掲
載
し
、
あ
な

た
の
会
社
や
教
室
・
い
ち
お
し
商
品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
せ
ん
か
。

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課（
〒
５
１
１
‐

８
６
０
１　

中
央
町
2
‐
37
）で
申
込
用
紙

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
メ
ー
ル
で
同
課
へ
。

▽
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
掲
載
料
金
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

同
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

5
月
28
日
㈮ 
 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

☎
２
４
‐
１
２
５
８ 

 

２
4
‐
２
４
７
４

 brandm
@

city.kuw
ana.lg.jp

タ
ス
ポ
ニ
ー
体
験
競
技
会
　

参
加
者

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
主
催
す
る
タ
ス
ポ

ニ
ー
体
験
競
技
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

6
月
13
日
㈰　

午
前
8
時
45
分
～
11

時
30
分 

ヤ
マ
モ
リ
体
育
館

 

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る

小
学
３
年
生
以
上

部
門 

経
験
者
の
部（
中
学
生
以
上
）、
初
心

者
の
部（
小
学
３
年
生
以
上
）

 

無
料

暮らしの
電話番号の
市外局番は「０５９４」

各種お問い合わせ・お申し込みは　
各施設の業務時間内にお願いします
※施設によって業務日、業務時間が異なり
ますのでご注意ください。

〔本庁、各地区市民センターなど〕
平日午前8 時30 分～午後5 時15分

音声でお伝えする「声の広報くわな」は、ホー
ムページで掲載しています。

あなたに合わせて情報をお届け！
メールマガジンのご案内

第
2
回 

N
P
O
カ
フ
ェ
開
催

　

N
P
O
カ
フ
ェ
は
暮
ら
し
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
関
心
事
や
課
題
を
テ
ー
マ
に
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
す
る
場
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

5
月
19
日
㈬ 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

 

子
ど
も
は
宝
物

 

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
へ
。

 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
２
4
‐
１
１
８
４ 

 

２
4
‐
1
7
3
5

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修

　

桑
名
市
に
は
約
４
７
０
０
人
の
外
国
人
住

民
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

外
国
人
住
民
の
中
に
は
、
日
本
語
学
習
の

場
と
し
て
地
域
の
日
本
語
教
室
を
利
用
す
る

人
も
多
く
、
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

需
要
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
は「
日
本
語
を
学
び
た
い
」

と
い
う
外
国
人
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
や
日
本
語
指
導
の
ス
キ
ル

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、
研
修
終
了
後

に
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
国
体
推
進
室
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ
。

 

5
月
31
日
㈪ 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
国
体
推
進
室

☎
２
４
‐
１
２
５
１ 

 

２
4
‐
１
３
５
５

第
30
回
桑
名
市
民
芸
術
文
化

祭
の
ポ
ス
タ
ー
原
画

　

第
30
回
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
の
開
催
に

伴
う
、
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
を
募
集
し
ま
す
。

 

文
化
力
で
桑
名
の
魅
力
広
げ
よ
う

 

市
内
在
住
か
在
勤
・
通
学
、
市
内
で
活

動
を
し
て
い
る
人
ま
た
は
桑
名
市
出
身
の
人

規
定 

○
応
募
は
1
人
1
点
ま
で
。

〇
絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
・
Ｃ
Ｇ
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
手
描
き
の
作
品
は
Ａ
3
以
上
Ａ
2
ま
で
の

サ
イ
ズ
と
し
、
写
真
・
Ｃ
Ｇ
の
作
品
は
Ａ
3

ま
で
。

副
賞 

優
秀
賞
１
点
2
万
円
、・
佳
作
1
点

1
万
円（
高
校
生
以
下
は
図
書
カ
ー
ド
）

 

「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」「
年
齢

（
学
校
名
・
学
年
）」「
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト（
任

意
）
」を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
便
で
文
化

協
会
事
務
局（
〒
５
１
１
‐
８
６
０
１　

中

央
町
2
‐
37　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内
）へ
。

 

6
月
30
日
㈬ 

▽
7
月
下
旬
に
市
文
化
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://bunkyo-kuw
ana.jp

）
で
採
用

作
品
を
発
表
し
ま
す
。

▽
原
則
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

☎
２
４
‐
１
３
６
１

 

２
4
‐
２
４
７
４

新型コロナウイルス感染症に関連して、各種イベントなどが中止や延期になる場合がありますので、ご了承ください。

避難勧告・指示、災害発生時の各
種情報、子育て情報、博物館情報、
観光・イベント情報などをメールで
お知らせします。右の二次元バー
コードから登録できます。

文化協会
ホームページ
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防
犯
灯
設
置
補
助
金

　

自
治
会
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
新
た
に
設
置

ま
た
は
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
取
り

換
え
を
す
る
場
合
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助（
１
灯
あ
た
り
最
大
１
万
５
０
０
０
円
）し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

危
機
管
理
室
ま
た
は
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
で
申
請
書
を

受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
各
自
治
会
、
年
度
あ
た
り
3
灯
ま
で
。

▽
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

5
月
6
日
㈭
か
ら

▽
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

 

危
機
管
理
室 

☎
２
４
‐
１
３
３
７ 

 

２
４
‐
２
９
４
５

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
お
よ

び
耐
震
補
強
等
事
業
費
補
助
金

　

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
無
料
耐
震
診
断
お
よ
び
耐

震
改
修
に
要
す
る
費
用
な
ど
の
一
部
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
。

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
て
い

る
在
来
軸
組
構
法
、
伝
統
的
構
法
ま
た
は
枠

組
壁
構
法
に
よ
る
も
の

②
3
階
建
て
ま
で
で
延
べ
床
面
積
の
過
半
を

住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の

③
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
得
た
構
法
に

よ
る
も
の
で
な
い
も
の

内
容 
耐
震
診
断
は
、
市
が
無
料
で
実
施
し

ま
す
。
補
強
計
画（
設
計
）、耐
震
補
強
工
事
、

【交通安全宣言都市 桑名市】【青少年健全育成宣言都市 桑名市】

※
有
料
広
告
掲
載
欄

※
有
料
広
告
掲
載
欄

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
情
報
B
O
X

赤
十
字
会
員
増
強
・
活
動
資

金
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

５
月
は
、
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
会
費

や
ご
寄
付
に
よ
り
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害

に
備
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
赤
桑
名
市
地
区
で
は
、
火
災
な
ど
の
被
災

者
に
日
用
品
や
毛
布
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
赤
十
字
の
活
動
資
金
募
集
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

福
祉
総
務
課　

☎
２
４
‐
１
１
６
８ 

 

２
４
‐
１
３
５
１

5
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・  

児
童
委
員
の
日
」
で
す

　

毎
年
、
5
月
12
日
を「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」、
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
1
週
間

（
5
月
12
日
～
18
日
）
を「
活
動
強
化
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
存
在
に
つ
い
て
地
域
の
住
民
や
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

…
毎
年
5
月
12
日

〇
令
和
3
年
度
活
動
強
化
週
間

…
5
月
12
日
㈬
～
18
日
㈫

〇
令
和
3
年
度
一
斉
活
動
日
…
5
月
16
日
㈰

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

地
域
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
生
活
上
の
悩
み
事
や
心
配
事
な
ど
の
地

域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
専
門

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
奉
仕
の
精
神
の
も
と
、
市
内
で
は
約

２
５
０
人
の
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
を
守

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

担
当
の
委
員
は
、
お
住
ま
い
の
住
所
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
協
議
会 

☎
２
２
‐
８
２
１
８ 

 

２
３
‐
５
０
７
９

 
福
祉
総
務
課 

☎
２
4
‐
１
１
６
８ 

 

２
４
‐
１
３
５
１

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

　

自
治
会
を
対
象
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
・

設
置
費
用
を
一
部
補
助（
上
限
15
万
円
）し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
経
費
】

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
た
め
の
機
器
購
入

費
、
工
事
費
な
ど

▽
各
自
治
会
、
年
度
あ
た
り
１
申
請
ま
で
。

▽
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

6
月
1
日
㈫
か
ら

▽
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

 

危
機
管
理
室

☎
２
４
‐
１
３
３
７ 

 

２
４
‐
２
９
４
５

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、
除
却
工
事
お
よ
び
空
き

家
除
却
工
事
に
つ
い
て
は
事
業
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
耐
震
補
強
工
事
に

併
せ
て
行
う
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
補
助
に
関
す
る
申
込
方
法
お
よ
び
補
助
額

な
ど
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

都
市
整
備
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

都
市
整
備
課
で
申
請
用
紙
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
課
へ
。

▽
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

5
月
21
日
㈮

▽
申
し
込
み
が
受
付
限
度
枠
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
受
付
限
度
枠
に
達
し

な
い
場
合
は
、
12
月
28
日
㈫
ま
で
申
し
込
み

順
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
抽
選
日
】5
月
28
日
㈮　

午
前
10
時

　
　
　
　

 

市
役
所
５
階　

中
会
議
室

 

都
市
整
備
課 

☎
２
４
‐
１
２
９
５ 

 

２
３
‐
４
１
１
６

青
少
年
健
全
育
成
事
業
補
助
金

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
青
少
年

育
成
団
体
が
行
う
活
動
事
業
に
補
助
し
ま
す
。

 

市
内
に
活
動
の
本
拠
が
あ
り
、
法
人

格
を
有
し
な
い
団
体
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

実
施
す
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
活
動
、
そ

の
他
青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
事
業

▽
他
の
補
助
や
助
成
を
受
け
て
い
る
も
の
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

内
容 

限
度
額
3
万
５
０
０
０
円

▽
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
１
以
内

 

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
で
申
込
用
紙

市
は
、
６
月
１
日
現
在
で
、「
令
和
３
年
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

目
的 

全
国
の
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動

を
全
国
的
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
と

し
た
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

全
国
全
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業

方
法 

5
月
中
旬
以
降
、
三
重
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
調
査
票
を
配
布
す

る
か
、
国
が
郵
送
し
ま
す
。

▽
調
査
員
が
訪
問
す
る
場
合
は
、
必
ず
調
査

員
証
の
ほ
か
腕
章
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

 

総
務
課

☎
２
４
‐
１
１
３
０ 

 

２
４
‐
１
３
５
０

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
停
止
に
つ
い
て

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
停
止
し
ま
す
。

 

５
月
１
日
㈯ 

午
前
６
時
30
分
～
５
日

㈷
終
日
ま
で

▽
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
は
、
5
月
6
日
㈭ 

午
前

6
時
30
分
か
ら
で
す
。

▽
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
お
い
て
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
住
民
票
の
写
し
や

印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
が
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

戸
籍
・
住
民
登
録
課

☎
２
４
‐
１
１
５
８ 

 

２
４
‐
１
３
５
３

を
受
け
取
り
、
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
同
課
へ
。

▽
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

随
時

 

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎
２
４
‐
１
２
４
５ 

 

２
４
‐
１
３
５
５

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア

ラ
ー
ト
）を
用
い
た
情
報
伝
達
試
験
が
全
国

で
行
わ
れ
ま
す
。
市
内
の
浸
水
想
定
区
域
に

整
備
し
た
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政
無
線

か
ら
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。
実
際
の
災
害

と
間
違
え
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛

星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

（
１
）実
施
日
時 

5
月
19
日
㈬ 

午
前
11
時
ご
ろ

（
2
）試
験
放
送
の
内
容

①
上
り
チ
ャ
イ
ム
音

②「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

×
3
回

③「
こ
ち
ら
は
、
防
災
く
わ
な
で
す
」

④
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

 

防
災
・
危
機
管
理
課

☎
２
４
‐
１
３
９
７ 

 

２
４
‐
２
９
４
５

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
・
三
重
県
・
桑
名
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暮
ら
し
の
情
報
B
O
X

※
有
料
広
告
掲
載
欄

※
有
料
広
告
掲
載
欄

 子ども未来課（☎ 24－1172　  24－1393）

 都市管理課（☎ 24－1211　  24－1472）

 　　　  夏季学童保育所を開設します

 　　　  桑名市子ども・子育て会議の公募委員募集

 　　　桑名駅北自転車駐車場の利用料金はキャッシュレス決済がお得です
　桑名駅北自転車駐車場では、5月1日㈯からキャッシュレス決済で支払った場合、駐車料金を3%
割り引きます。

【対応する電子マネー】
全国相互利用サービスを行っている交通系電子マネー
manaca、Suica、TOICA、PASMOなど
▷入出庫の利用時間が午前５時から翌午前１時までに変更になります。
　詳しくは、市ホームページからもご確認いただけます。

　　  7月21日㈬～ 8月31日㈫　午前8時～午後6時
▷土・日曜日、祝日、8月13日㈮は休み

 ①くわなメディアライヴ　②桑名福祉センター　③大山田学童保育所
 ①50人程度　②50人程度　③20人程度

▷定員を超える場合は、お子さんの年齢、就労状況などにより選考を行う
　場合があります。

 市内在住の小学生
▷保護者が就労で見守りできない家庭などのお子さん

 2万円（2人目以降は1万8,000円）
▷児童扶養手当受給者は減額があります（児童扶養手当証書を提示してください）。
▷日割りの設定はありません。また、その他保険料などの費用が必要です。　
▷食事、飲み物、タオルなどは必ず持参してください。

 「就労証明書及び就労状況申告書」「申込書」「健康状態について」を市ホームページからダウン
ロード、または子ども未来課（〒511-8601 中央町2－37）で受け取り、直接または、郵送で同課へ。
▷申込方法などが変更となる場合もあります。詳細は市ホームページ（5月１日㈯に掲載）をご確認ください。　

 5月17日㈪～ 6月2日㈬必着　　

人数  若干名
 委嘱の日～令和5年3月31日
 次の要件をすべて満たす人

〇令和3年5月1日現在、市内在住の20歳以上の人
〇小学生以下のお子さんがいる人または、子育て支援に関心のある人
〇年に2 ～ 4回程度、平日の昼間に会議に参加できる人

 子ども未来課で応募用紙を受け取り、「桑名市における子育て支援で大切なこと」について、
400 ～ 800 字程度にまとめ、「住所」「名前」「生年月日」「電話番号」「応募動機」などを記入し、直接
または郵送（〒511－8601　中央町2－37）、メールで同課へ。
▷応募用紙は市ホームページからもダウンロードできます。

 5月17日㈪必着

　地域の実情に沿った子育て施策を実施できるよう桑名市子ども・子育て会議の委員を募集します。
 　　　　議会報告会を開催します

　市議会では、市民に開かれた議会をめざし、議会報告会を下記日程で行います。市民の皆さんの
議会や行政に対するご意見をお聞かせください。どなたでも、どちらの会場でも参加できます。お
気軽にお越しください。

 6月4日㈮　午後6時30分　  市議会からの報告、意見交換など　  無料　  不要
 【1班】大山田まちづくり拠点施設　　 【2班】多度まちづくり拠点施設

　　  【3班】ＮＴＮシティホール　　 　　　【4班】長島まちづくり拠点施設
 【1班】渡辺 仁美、仮屋 武人、森 英一、辻󠄀内 裕也、倉田 明子、市野 善隆、伊藤 研司

　　　　  【2班】森下 幸泰、成田 久美子、近藤  浩、満仲 正次、伊藤  真人、渡邉 清司、石田 正子
　　　　  【3班】多屋 真美、諏訪 輝富、冨田 薫、畑 紀子、松田 正美、南澤 幸美
　　　　  【4班】水谷 真幸、水谷 憲治、太田 誠、愛敬 重之、伊藤  惠一、佐藤  肇

 議会事務局（☎ 24－1304・☎ 24－1305　  24－1359）

　　 　  広報くわなに関するアンケート
　市では、取り組んでいる事業などを分かりやすく市民の皆さんにお知らせするため、広報くわなを
毎月発行しています。しかし、実際に必要な情報を適切に皆さんにお伝えできているのか、手に取っ
ていただけているのかという心配も抱えています。そこで広報くわなに関するご意見を募集します。
どのような広報紙を求めているかなど、アンケートへのご協力をお願いします。
▷アンケートはLoGoフォーム（https://logoform.jp/form/XAEm/13779）を活用しています。
　右の二次元バーコードから回答してください。
▷アンケート用紙を秘書広報課、各地区市民センター、各まちづくり拠点施設に設置して
　います。ウェブアンケートを利用できない人は最寄りの施設でご提出ください。

 秘書広報課（☎ 24－1492　  24－1119）

 子ども未来課（☎ 24－1172　  24－1393　  ksienm@city.kuwana.lg.jp）



広報くわな  vol.197  令和3年5月 2627

 メイン会場…長島運動公園　サテライト会場…四日市港
▷関係者以外の立ち入りはできません。ライブ配信をご覧ください。

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
情
報
B
O
X

（市関係団体のイベントなどを掲載しています）

　　諸戸氏庭園　子ども縁日
　綿菓子、輪投げ、木の赤ちゃん(もみじ、ナギの実
生)の配布などを行います。

 5月5日㈷　午前 10時～午後 2時
 諸戸氏庭園　藤 茶屋
 無料（入園料は別途かかります）

▷数に限りがあります。なくなり次第終了します。
 諸戸財団 ☎25-1004

くわな防災教室
今月のテーマ「桑名市防災拠点施設運用訓練の実施」

備えあれば

　憂いなし
！

 防災・危機管理課 （☎ 24－5297　  24－2945）

　3 月 7 日㈰、昨年 11 月に完成した桑名市防災拠点施設において、南海トラフ地震を想定した施設運
用訓練を実施し、総勢約 100 人が参加しました。
　地震に伴う津波発生後の国や県・協定企業などに対する支援物資の要請、受け入れ、仕分け、避難所
などへの配送および、市内の医療機関が機能不全に陥ったことを想定した医療救護所の設置など、防災
拠点施設での一連の流れを確認しました。
　今回の訓練は、市職員のほか下記の協定企業や団体にご参加いただき、参加者の皆さんから「実際
の倉庫や設備を使用した訓練で流れが良く分かった」、「たくさんの団体が参加でき意思統一が図れた」、

「車両動線や誘導方法の検討が必要」などたくさんのご意見をいただき大変有意義な訓練になりました。　
　今後は、頂いたご意見を踏まえ訓練の検証を行うとともに、このような実動訓練や図上訓練などを繰
り返し実施することで、有事の際における市の物資等供給体制を整えていきます。

【当日の訓練内容および参加機関】順不同
 〇支援物資輸送訓練
 　星見ヶ丘自治会、桑名ボランティア連絡協議会、桑名市社会福祉協議会、
　 三重県トラック協会 桑員支部、桑名青年会議所、生活協同組合コープみえ
　 スーパーサンシ㈱、マックスバリュ東海㈱、ヤマモリ㈱、三重県
 〇医療救護所設置訓練…桑名医師会 　
 〇電源供給訓練…三重日産自動車㈱、NTN ㈱

　　自動車税（種別割）の納期
　自動車税種別割は、毎年4月1日現在の車検証の
所有者に課税されます。ただし、割賦販売などで
売主が所有権を留保している場合は、買主を所有
者とみなします。
　納期限の5月31日㈪までに納めましょう。ス
マートフォン決済アプリ、クレジットカードなど
から納付することもできます。
　令和3年度から、身体障害者などの減免制度が拡
充されます。詳しい内容については、県のホーム
ページ（https://www.pref.mie.lg.jp/common/01/
ci600014646_00001.htm）をご覧ください。

 三重県桑名県税事務所　納税課
☎24-3611・24-3612　  24-3691

5月23日㈰ 午前9時～正午
YouTubeでライブ配信

https://www.youtube.com/channel/UCSOKTELZR98zv6nvlVQyleQ

 土木課（☎ 24－1262　  23－4115）木曽川下流河川事務所（☎ 24－5715）

　木曽三川の下流域における洪水災害、市における大規模土砂災害、四日市港における高潮被害を想定
し、水防関係者の水防技能の習熟と、防災関係機関が相互に連携した複合型災害に対する各種訓練によ
る防災体制の確立を図ります。

　　令和3年度 木曽三川連合総合水防演習・広域連携防災訓練

主な演習内容
■ 釜段工 ■ 月の輪工 ■ 道路啓開

■ TEC － FORCE 派遣

堤防近くの居住地側平場に漏水が
発生しているのを、漏水の噴出口
を中心に土のうを積み水を溜め、
堤体土砂の流出を抑える工法です。

国土交通省では緊急災害対策派
遣隊（テックフォース）を組織して
います。大規模自然災害などにお
いて被災した地域へ出動します。

堤防の居住地側に漏水により水が
吹き出し、その漏水口が拡大され
るのを土のうを積んで水を溜め、
堤防土砂の流出を抑える工法です。

荒締め切りとは、堤防が決壊した
箇所で更なる決壊拡大や浸水を防
ぐため、ブロックなどを投入し、堤
防を締め切る工法です。

緊急車両などの通行のため、早急
に最低限の瓦

が

礫
れき

処理を行い、簡
易な段差修正などにより救援ルート
を切り開きます。

被災状況を上空からヘリコプター
で調査します。

■ 荒締め切り ■ ヘリによる被災状況調査

　　春季ソフトボール大会

 6月6日㈰  予備日13日㈰
抽選会  5月27日㈭　午後7時 ヤマモリ体育館

 北部野 球場、深谷野 球場
 市内在住または在勤の18歳以上の人（高校生

は除く）で構成するチーム
 1チーム5,000円
 スポーツ振興・国体推進室で申込用紙を受け取

り、必要事項を記入して同室へ。
 5月21日㈮

▷メンバー表と参加料は抽選会時にお持ちください。
 ソフトボール協会事務局 市川 方

☎090-9129-6904

医療救護所設置訓練の様子

支援物資輸送訓練の様子
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弁護士の交通事故相談 5月10日㈪　　1時～ 4時 【予約制・7日㈮まで】 行政相談…国・県への要望、意見など
公証人相談

　…公正証書による遺言の作成、任意後見契約や土地・建物の
　　賃貸借、金銭貸借の契約書作成、確定日付など

司法書士相談
　 …不動産登記全般(相続など)、 会社登記、多重債務、裁判所
　　 提出書類作成、簡易裁判所訴訟手続など

土地家屋調査士相談…土地の境界・測量に関することなど
行政書士相談

　…契約書の作成や相続、遺言、空き家への対応に関することなど
市民相談室（市役所本庁舎地下1階）

　☎24-1188　 24-4102

弁護士の
法律相談

【予約制】予約日の 　8時30分～電話予約(毎回5人)
①予約日：5月6日㈭ → 相談日：5月11日㈫
②予約日：5月19日㈬ → 相談日：5月25日㈫
相談時間　　9 時～ 11 時30 分（1人30分）

行政相談 第1木曜日　　9時～正午＊予約不要
公証人相談 第2水曜日　　10時～正午 【予約制・前日まで】

司法書士の相続相談 第2木曜日　　1時～ 4時 【予約制・前日まで】
司法書士相談 第3火曜日　　1時～ 4時 【予約制・前日まで】

土地家屋調査士相談 第3火曜日　　1時～ 4時 【予約制・前日まで】
行政書士相談 第4木曜日　　2時～ 4時 【予約制・前日まで】
市民相談 月～金曜日　　8時30分～　5時

人権擁護委員
による人権相談

5月18日㈫　　10時～　3 時 長島人権相談窓口 ☎42-4117 42-0134
5月19日㈬　　10時～　3 時 人権センター (くわなメディアライヴ2階) ☎27-6677 27-6678
5月20日㈭　　10時～　3 時 多度地区市民センター ☎49-2002 48-3979

6月1日㈫　　10時～　3 時 人権センター (くわなメディアライヴ2 階) ☎27-6677
　多度地区市民センター ☎49-2002　長島人権相談窓口 ☎42-4117

火・木・金曜日　　9時～　4 時 津地方法務局桑名支局☎32-5361 32-5362

人権相談 月～金曜日　　8時30分～　5時 人権センター (くわなメディアライヴ2 階) ☎27-6677
　多度地区市民センター ☎49-2002　長島人権相談窓口 ☎42-4117

女性弁護士による
女性法律相談

6月12日㈯　　9 時～ 11 時55分
　　　　　　（1人30分）【予約制】
※新規申し込みの人優先

市内在住または在勤の女性限定　 5人
「6月12日女性弁護士相談希望」、住所、名前、電話番号
を記入し、郵送または、 24-1412 hatarakim@city.
kuwana.lg.jpのいずれかで女性活躍・多文化共生推進室へ。

　【申込期限:5月31日㈪必着】
　※定員を超えた場合は抽選し、結果は原則郵送します。

女性活躍・多文化共生推進室(〒511-8601 中央町2-37)☎24-1413
消費生活相談 月～金曜日　　10時～正午　　1時～ 3時 消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階）　☎ 24-1334

働き方改革相談 月曜日　　1 時～ 4 時30 分 ハローワーク桑名
三重働き方改革推進支援センター☎0120-111-417 059-993-0801

若者自立就労相談 5月6日㈭・12日㈬・26日㈬ 【予約制】 
　1 時～ 5 時

消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階）
北勢地域若者サポートステーション☎059-359-7280 059-359-7281

年金相談 木曜日（祝日、休館日を除く）
 　10時～正午、　1時～ 3時  【予約制】 

NTNシティホール
四日市年金事務所 お客様相談室☎059-353-5515

　（自動音声案内「①」を押し、次に「②」を押してください。）
税務相談 第2・第3木曜日 　9時30分～　3時 【予約制】 東海税理士会桑名支部事務局 ☎24-6770
女性相談 月～金曜日　　9時～　5時 ＊内容によっては要予約 子ども総合センター　☎24-1167　 24-5497

母子・父子のひとり親相談 月～金曜日　　8時30分～　5時 ＊内容によっては要予約 子ども未来課　☎24-1172　 24-1393

青少年相談 月～金曜日　　9時～　3 時 【予約制】 生涯学習・スポーツ課(くわなメディアライヴ2階)
　☎24-1245　 24-1355

子ども電話相談 月～金曜日　　9時～　5 時
教育研究所 ☎24-1880　 27-5827

　受付時間　午前9時～午後5時
市内の保育所（4・5歳児）、幼稚園、小学校、中学校に通う

　または市内在住の子どもとその保護者
子育て、発育発達、不登校（園）など子どもの教育全般に関

　する相談を行います。

くわっぽ教育相談

5月10日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪
　9 時～ 11時 45 分 【予約制】
5月12日㈬　　10時30分～4時45分【予約制】
5月26日㈬　　1時～4時45分【予約制】
5月6日㈭・20日㈭・27日㈭
　10時～午後4時40分【予約制】

家庭児童相談 月～金曜日　　8時30分～　5時 子ども総合センター ☎24-1298　 24-5497
0歳から18歳までの子どもとその保護者

発達検査を伴う相談 月～金曜日の指定する日　午前9時～　5時【予約制】 子ども発達・小児在宅支援室 ☎24-3040　 22-7811
0歳から18歳までの子どもとその保護者

ことばの相談 5月14日㈮・28日㈮　 　9時～　5時 【予約制】 ことばに不安のある幼児・児童  くわなメディアライヴ2階
子ども発達・小児在宅支援室 ☎24-3040　 22-7811

生活更生相談 第2・第4木曜日　　9時～　3 時 身体障害者、家族の人　☎ 22-5003
在宅障害者デイサービス事務所（総合福祉会館内）

育児相談

月～金曜日　　8時30分～　5時 子ども・子育て応援センター「キラキラ」
　☎84-6039　 25-0075

月・水～金曜日　　8時30分～　5時 地域子育て支援センター「にこにこ」　☎ 25-3515

火～金曜日　　8時30分～　5時
長島地域子育て支援センター　☎41-1038　 41-1008
子ども・子育て応援センター「ぽかぽか」

　☎32-5676　 32-5677
司法書士の
成年後見相談

5月12日㈬　　9時～正午 【予約制】
対象：市内在住65歳以上の人とその家族

総合福祉会館　 福祉後見サポートセンター（社会福祉協議会）
　☎22-8218　 23-5079

不動産に関する相談 月～金曜日（木曜日を除く）　
　10時～正午、　1 時～ 4 時【予約制】 

多度地区市民センター　
（公社）三重県宅地建物取引業協会桑名支部　☎49-3301 49-3302

心に病・精神に疾患
のある人の相談 火・木曜日　　10時～　4時 【予約制】 はあぶ工房Together　☎ 32-5216

障害福祉課 ☎24-1171　 24-5812

福祉総合相談
火～日曜日、祝日の月曜日　　9時～　5時 福祉なんでも相談センター　☎41-2114　 41-2174
月～金曜日（祝日を除く）　　8時30分～　5時15分 多度福祉なんでも相談センター　☎49-2031　 49-2533
月～金曜日（祝日を除く）　　8時30分～　5時15分 長島福祉なんでも相談センター　☎42-2119　 41-0515
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水道の給水・修繕工事
宅地内の水道修繕

　市指定給水装置工事事業者（有料）
公道漏水やその他

　お客さま総合センター
☎24－1260　  84－6021
　営業時間外の公道漏水受付
☎84－6020　

桑名市の交通事故発生状況〔令和
3年 3月31日現

在〕
3月中 累計 前年累計同期比

総 件 数 360件  956件 －78件
人身件数 23件 58件 －8件
死 者 数 0人 1人 ＋1人
負傷者数 30人 71人 －13人
物損件数 346件 898件 －70件 桑名市の人口 （前月比）

人　口 141,045人 （－184）
男 69,826人 （－90）
女 71,219人 （－94）

世帯数 60,301世帯 （＋158）
〔令和 3 年 3 月末現在〕

一瞬の油断や前方不注意が交通事故につながるた
め、運転中のスマホやカーナビ操作は大変危険です。
歩きスマホも含め、ながらスマホは絶対にやめましょう。

「ながらスマホ」にご注意を

納期限のお知らせ
軽自動車税（種別割）全期

納期限は 5月31日㈪ です

国際交流・日本語教室
	第2・第4日曜日

	 午後2時～3時30分
 修徳まちづくり拠点施設

女性活躍・多文化共生推進室 
☎24－1413　  24－1412
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　「その手は桑名の焼き蛤
はまぐり

」で有名な〝桑名の名産〟ハマグリ
は、一時絶滅の危機にありました。そこで市では、名産ハマグリ
の復活に向け、地元漁協と共同して木曽三川および員弁川（町屋
川）と人工干潟で種

しゅびょう

苗の生産育成や稚貝放流事業に取り組んでい
ます。
　また、この水域は共同漁業権が設定されているため、地元漁業者以外
の人が貝類（ハマグリ、シジミ、アサリなど）を採取すると違反になります。
　全国的にも有名な桑名のハマグリを将来にわたって絶やさない
ためにも、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

 農林水産課（☎ 24－1203　  24－1479）

共同漁業権設定漁場

木
曽
川

国道 23号

伊勢湾岸自動車道

国
道
１
号 揖

斐
・
長
良
川

町
屋
川

 　　　　潮干狩りをしないでください！


